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下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条 の 26第 1項

(同法第 88条 第 1項 において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法

第 2条 第七号及び同法施行令第 107条 第一号 (柱 :3時関)の 規定に適合す

るものであることを認める。

記

1`認定番号

FP180CN -0035

2.認定をした構造方法又は建築材料の名称

強化せつこうボー ド霞概覆/鉄 骨柱

3.認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り

号

日



1 構 造名

強化せつこうボー ド重被覆/鉄 骨柱

2 寸 法及び形状等

(駆1/t)

(寸法単位 tP■)

(寸法単位 im■)

項 日 申 請 構 造

断面形状 ボックス型

寸  法 W464以 上XH(階 高による)

3 材 料構成

1)主構成材料

項 目 申 請 構 造

① 荷重支持部材

(断面寸法)

柱
一般構造用圧延鋼材

規  格  」IS G 3101

断面形状 H-300X300X10X15の 断面寸法以上

②被覆材 上張

強化せつこうボー ド
・規   格

さ

さき

厚

大

平成12年建設省告示第1400号

(十日)不 燃  第 1008号、 」IS A 6901(GB―F)

15_05～ 25.65

最/1 ヽ 3 7 1 X 4 5 5

最大 1210×4500

平板

(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする

(1)スクエアー

(2)ベベル

(3)テーパー

(1),(2)のうち、いずれか
一
仕様 とする

(1)単板で取付

(2)パネル化して取付

形   状

端部の形状

取 付 方 法

中張,下 張

強化せつこうボー ド
・規   格 平成 12年建設省告示第 1400号

(日)不 燃  第 1008号、」IS A 6901(6B F)

21_95～ 25.65

最小 371× 455

最大 1210X4500

平板

(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする

(1)スクエアー

( 2 )ベベル

(3 )テ
ーパー

(1),(2)のうち、いずれか一仕様とする

(1)単板で取付

(2)パネル化して取付

さ

さき

厚

大

形   状

端部の形状

取 付 方 法
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2)高 け槻 材料 (寸法単位 どmm)

日項 申 吊者 構  造

①タッピンねじ 寸法及び間隔 :o35以 上×で32以上

:ゅ40以 上 Xで57以上

tゅ40以 上×275以上

@300以下 (下張)

④300以下 (中張)

@200以下 (上張)

②ステープル 寸法及び問綿 !幅4以上×で32以上、

11幅4以上 Xで25以上、

④200以下 (中張)

④200以下 (上張)

③鋼製下地

(柱隅部)

・形状及び寸法 t(1)～(3)のうち、いずれか
一仕様とする

(1)L-4 0×40×05の 断面寸法以上

(2)E-5 0 X 4 5 X O . 5の断面寸法以上

(3)□-40×25×05の 断面寸法以上

④鋼製下地

(柱隅部)の 組み方

・7iBみ方 t(1),(2)のうち、いずれか一仕様とする

(1)鋼製下地を直接又は取付金物を介して鉄骨柱に取付ける場合

イ)～ハ)のうち、いずれか一仕様とする

イ)と-40× 40X05の 断面寸法以上

口)E-50× 45X05の 断面寸法以上

ハ)□-40× 25X05の 断面寸法以上

(2)鋼製下地を L下スラブ間で支持する場合
・鋼製下地

イ)～口)のうち、いずれか
一仕様とする

イ)E-50X45X05の 断面寸法以上
口)□-40X25X05の 断面寸法以上
・上部 ・下部ランナー

E-25X40X05の 断面寸法以上

③取付金物 形状及び寸法 (1)J(2)のうち、いずれか
一仕様とする

(1)鋼板 100X100X05の 断面寸法以上

(2)L-75× 25×100×05の 断面寸法以上

@910以下隔問

⑥断熱材 (1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする

(1)なし

(2)グラスツール

(1日)不燃第1031号、」IS A 6301、

(3)ロックウール

平成12年建設省告示第1400号

子
Ｊ

②接着済r (1)～(7)のうち、いずれか
一仕様とする

(1)酢酸ビニル樹脂系、(2)合成ゴム系、(3)せっこう系、

(3)炭酸カルシウム系、(5)エポキシ樹脂系、(6)ウレタン樹脂系、

(7)アクリルホ討月旨系
・塗布量  300g/m2以下

③目的処理材 (1),(2)のうち、いずれか
一仕様とする

(1)せつこう系

(2)炭酸カルシウム系
・ 力乾  右浄    JlS A 6914
・塗布量  250g/m以上
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4 オ綿箇説明図

グラスウール又! iロックウールを
挿八じない場合

グラスウール又はロックウールを
挿入する場合 (加工例)

Vカ ットパネルの場合

①強化せつこうボード欄部詳細水平断面図

、                    ス テープル
1 )

鋼製下地 (柱hPt部)

強化せつこうポー ド

鋼製下地 (柱lHP部)

強化せつこうポード

ビエル系接績剤

グラスウール又はロックウール

せつこうポー ド

タッビンね じ

鋼製下地 (柱概部)

注)寸 法は 3の とお り
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②目地処理部分詳細水平断面図

せつこうポー ド

タンピンねじ

注)寸 法は 3の とおり
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5.施工方法等

施工図

飼製下地 (柱隅部)

取付金物

ステープル

タッピンねじ

注)村継 は3の とおり

FP180CN-0035
5 / 8



スラブに取付けた上 ・下ランナーに鋼製下地を建てて施工する場合

鋼製下地

タッピンね じ

ステープル

注)す 法は 3の とおり

*:本 評価内容に含まない
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<施 工手順 >

①里出し,現場施工図に合わせ、所定の位置に霊出しを行う。

②鋼製下地 (柱隅部)の 取付け

・鋼製下地を鉄骨柱に取付ける揚合

4111製下地を鉄骨柱に直接又は取付金具を介して取付ける場合は溶接等にて取付ける。

・鋼製下地を上下スラブ間で支持する場合

スラブにランナーをバッファーピン、ヨンクリート釘等にて取付けた後、鋼製下地をラン

ナーに取付ける。

③グラスウール又はロックウールを挿入する場合

必要に応じてグラスウール又はロックウールを鉄骨柱にスピンドルピン等を用いて取付ける。

④強化せつこうボー ド等の取付け :

・Vカ ットなしの場合

下張強化せつこうボー ドを、所定の寸法に切断し、鋼製下地 (柱隅部)及 び取付金物に

ゅ35田船Xゼ32111m以上のタッピンねじで約30仇阻の間隔で留付ける。

中張強化せっこうボー ドは下張強化せっこうボー ドと横目地部が重ならないようにして、接

着済Jを点付けしφ40Ⅷ  Xで57El■以上のタッピンねじで約300mBの間隔で取付け、更にステープル

で約200mmの間隔で留付ける。

上張強化せつこうボー ドは中張強化せつこうボー ドと横目地部が重ならないようにして、接

着剤を点付けしφ401111×ゼ75mll以上のタンピンねじで約200mmの間隔で取付け、更にステープル

で約200mmの間隔で留付ける。

・Vカ ットありの場合

5蛮化せつこうボードは所定の寸法に切断し、更に所定の位置にVカ ットしたせっこぅボー ド

を工場又は現場にて、L型又はヨ型のパネルに成型する。

鋼製下地は予め鉄骨柱に取付けるか又はパネル成型時に折曲げ部内線!に鋼製下地 (柱阻部)

をゅ3 5mmXで32nd‖以上のタッピンねじで約300nllのPH3隔で留付ける。

中張及び上張強化せつこうボー ドパネルの取付けに関しては、前項の中張及び上張強化せつ

こうボー ドを取付ける場合と同様の手順で行う。

FP180CN-0035
7 / 8



<パネルの形状>

|      ＼ /      1

(Vカットパネル①)

(L型パネル)

1       ヽ ヽ― /       1

(Vカットパネル②)

(ヨ型パネル①)

Vカ ットパネルの場合

⑥目地部の処理
・日地部は、目地処理材にて平滑に仕上げる。

6 注 意事項

当該認定書において、 「建築基準法の
一部を改正する法律」(平成10年法律第100号)による

改正前の建築基準法の規定による建設大臣の認定仕様がある場合は、平成14年6月1日以降は、
「建築基準法の一部を改正する法律」(平成10年度法律第100号)による改正後の建築基準法の

規定による当該認定仕様に係る国土交通大臣の認定仕様を用いるものとする。
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